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１．研究計画の概要 
(1) 本研究は、教育重視型の産学協同の可能
性とその社会的意義を明らかにし、新たな産
学協同に対する分析・評価プログラムを開発
することを目的としている。 
(2) 本研究では、主として次の 4 本柱を中心 
として、研究を行ってきている。 
① 国内外の事例調査研究 教育重視型の
産学連携の取組みについて、国内国外を問わ
ず、さまざまな事例を検索している。この中
には、短期海外滞在型教育プロジェクトも含
まれている。 
② 同志社におけるプロジェクト型教育の
実態調査・分析 同志社ローム記念館プロジ
ェクトおよび同志社大学プロジェクト科目
に関する調査および分析。 
③ 評価基準・分析手法の開発 本研究の特
長として、教育学の領域の研究者だけでなく、
まったく領域を異にする研究者でありなが
ら、このテーマについて強い関心を有するメ
ンバーが含まれていることが指摘できる。そ
のメンバーの各専門領域における評価・分析
の手法を援用しつつ、異分野間での議論を深
めている。 
④ 産学連携教育に関する意識調査とその
評価 一般の人びとに対する意識調査と、同
志社ローム記念館プロジェクトおよび同志
社大学プロジェクト科目に係わっている学
生・教職員・企業人の意識に関する情報を収
集するとともに、それを評価し、一定のまと
まりを形作る。 
⑤ プログラム成功のための要因分析 最
終的には、成功の要諦および失敗の本質を解

明することを目的としているので、産学協同
プロジェクト型諸活動における若い人たち
の人材育成のコアになる部分を明らかにす
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、できるだけ多種多様なデータ
を集めて、それを分析することから開始した。
具体的には、次のような調査が含まれる。 
(1) 産学連携教育に関する意識調査 企業
労働者（322 名）を対象にしたアンケート調
査 
(2) 産学協同の事例検索 教育重視型の産
学連携教育（35 件）についての、詳細な検討。 
(3) プロジェクト型活動の実態調査 同志
社ローム記念館プロジェクト（10 プロジェク
ト）を具体的に検討・分析。 
(4) 同志社大学プロジェクト科目の実態調
査 科目登録学生を対象に、産学協同プロジ
ェクトを通じて生じたと思われる成長や変
化の過程について調査・分析。 
 学生のパーソナリティーとしての要因と、
プロジェクト型教育や活動に対する動機づ
けや対人関係能力の変化に焦点を当てなが
ら分析してきている。それと同時に、プロジ
ェクト型教育の実施・評価等に関する問題点
やプロジェクト型教育のもたらす教育効果
について、実際にプロジェクトに参加してい
る企業担当者や大学の教職員と意見の交換
を行ってきている。 
 その結果、想像をはるかに超える、多種多
様な要因が相互に影響を及ぼしていること
が明らかとなってきた。 



 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
 想像をはるかに超える、多種多様な要因が
相互に影響を及ぼしているだろうというこ
とは、この研究を開始するにあたって、あら
かじめ予見されていたことである。しかしな
がら、そのレベルは、われわれが当初予想し
たよりもずっと複雑多岐なものであること
が次第に明らかとなってきた。 
 おそらくは、もっと幅広い領域の研究者が、
共通の問題意識を持って取り組みつづける
ことが必要ではないかと考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 産学協同、高大連携、は、いずれも大学を
中心に据えた用語であり、考え方である。し
かしながら、本研究を通して次第に明らかと
なりつつある問題点は、実は、大学を中心に
据えたものの見方、考え方を改めなければな
らないのではないかという、新たな方向性で
ある。 
 言い換えるならば、人材育成のプロセスは、
高等教育という仕上げの場だけでは如何と
もしがたい状況がすでに生まれているので
はないかということであり、さらに付け加え
るならば、成功の要諦も失敗の本質も、実は、
大学教育よりもずっと前の段階で、よりはっ
きり言えば、初等教育から中等教育のレベル
で、芽吹き始めているということであり、そ
の芽の大きさ、茎の太さが、はるか未来の果
実の大きさに決定的な影響を及ぼす要因と
なっているのではないだろうかということ
である。 
 そのような視点を持ちつつも、最終年度に
おいては、これまでの学校教育との係わりに
おいて、大学が人材育成にどのように取り組
むべきかを明らかにするという線で研究の
取りまとめを行いたい。 
 そのうえで、大学教育は、初等教育と中等
教育の延長線上でしかない、という当然のこ
とでありながら、その当然であるがためにこ
れまで見落とされがちであった視点を加味
して、人材育成プログラムの開発に取り組み
たい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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